
ＮＰＯ法人ロシア極東研４月研究会報告要旨（研究会の質疑をふまえ一部改訂）
2018.04.27. pm18:30-20:15 於：北大学術交流会館

報 告 者 佐々木 洋 （本会会員）

ソ連の’1945千島占領はソ米共同㊙Project Hula

＝装備(艦船等)･訓練･引渡し計画に拠るものだった

－根室振興局企画展の『運命の９日間』 (Aug.28～Sept.5) によせて－

目 次

１．ソ連の樺太南部攻略と全千島列島占領及び北方四島の『運命の9日間』

２．日本がソ連経由の対連合国武器供与lend-leaseを黙認する｢奇妙な日ソ中立｣条約

３．ソ連参戦のためのソ米共同㊙Project Zebra/Operation Milepost/Project Hula

陸海空上陸作戦部隊の装備・訓練・引き渡しElizabeth City / Dutch Harbor / Cold Bay

４．ねじれ：ソ連が返還したﾌﾘｹﾞｰﾄ艦を草創期の海上自衛隊に貸与

５．B.N.Slavinsky, R.A.Russell, I.A.Samarin, 根室振興局の功績

資料紹介①②補足資料紹介③

※報告要旨ＰＰＴとは別に、『ソ連の南千島・歯舞諸島占領に関する試作年表』があります。
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１．ソ連の樺太南部攻略と全千島列島占領及び北方四島の『運命の9日間』
根室振興局の企画展：＜北方四島～運命の9日間～＞

2018.1.19 fri⇨2.2 fri ニ・ホ・ロ１Ｆホール（道立北方四島交流センター）
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地図は長谷川著
『暗闘』443頁から
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２．日本がソ連経由の対連合国武器供与lend-leaseを黙認する｢奇妙な日ソ中立｣条約

ａ） 合衆国武器貸与法（lend-lease acts, mar 1941）

中立主義・孤立主義の伝統 Ｗ１後もウィルソン大統領提唱の国際連盟に加盟せず

1930sファシズム台頭 対独宥和主義(ベルダン塹壕戦の悪夢) 三国同盟。

ローズベルト三選と年末の炉辺談話 「米国は民主主義の兵器廠になる」

武器貸与法；「その国の防衛が合衆国の防衛にとって重要であると大統領が考えるような国に対し、

あらゆる軍需物資を、売却、譲渡、交換、貸与、賃貸、あるいは処分する」

同法以前； 1940年の駆逐艦・基地協定により、英国を支援

ｂ） 日ソ中立条約1941apr  あわよくば、ソ連も加え、日独伊露の＜四国同盟＞に （松岡外相ら）

ところが 1941jun 独ソ戦が勃発 松岡外相は手のひらを返し、日独のソ連挟撃を主張

だが、 1941jul～仏印南印進駐 ⇨ 日本南進 戦争指導部は日ソ間静謐維持に腐心

ｃ） 同盟国＝独逸粉砕のための対連合国武器供給を黙認する日本（公然と攻撃できない）

Lend-Lease Supply Routes 日ソ間静謐を維持・・・米国のソ連ルート供与を公然とは妨害し難い

※※（米国は日本の真珠湾奇襲攻撃後にようやく第二次大戦に参戦）
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ｄ-1）Lend-Lease Supply Routes米国武器貸与法の供給ルート
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Cold Bay
(Project Hula)



ｄ-2）ソ連向け空路によるLend-Lease Supply Routes
（※※西周りの始発がロッキー山脈東斜面なのは、気象と地形の好条件による）
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from July 1942 ～
to Sept 1, 1945

のべ7,926機が

ソ連の
西部戦線に

アラスカFairbanksの
Nomeで

操縦士が
米国兵士から
ソ連兵士に

交代



３．ソ連対日参戦のためのソ米共同㊙Project Zebra/Operation Milepost/Project Hula

Elizabeth City / Dutch Harbor / Cold Bay で上陸作戦用の陸海空装備・兵員訓練・引き渡し

ａ）W2期間中の米国海軍による㊙のソ連海軍兵員訓練の事例

ピンコウスキ論文参照（Edward Pinkowski, “Soviet Trainees in the World War II”, in Russian Review, Autumn 1946, pp.11-16.）

①ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠 Washington Naval Yardの潜水訓練学校

② Project Zebra（下写真）N.C.沿岸警備隊 Elizabeth City基地；PBYｶタﾘﾅ飛行艇の飛行士訓練 (1944-1945)

③ﾌﾛﾘﾀﾞ州Miami；潜水艦追跡センター 潜水艦追跡訓練2018/5/5 7

米軍機
カタリナ
ソ連軍機

カタリナは
11人搭乗



from Dutch Harbor (Milepost Operation) to Cold Bay (Project Hula)

Dutch HarborダッチハーバーとCold Bayコールドベイ

クズネツォフとキングの懸念：Milepost移転艦船の引渡しの安全性
Dutch Harbor ：ｱﾘｭｰｼｬﾝ列島ｳﾅﾗｽｶ島の港湾都市；元・和蘭捕鯨船基地／漁港・通商基地
Cold Bay：元米陸軍基地（海軍機補助施設）／民間人居住せず。急造兵舎に訓練教室を設置
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ｂ） Milepost Operation から Project Hula に

James D. Perry, “The Endgame That Almost Was: Roosevelt and the Defeat of Japan”

（ジェームス・Ｄ・ペリーの論稿「土壇場の最終局面；ルーズベルトと日本敗北」）
米国海軍歴史遺産センター『雑誌：戦略と政治』(2015年夏季号) ｢太平洋戦争終結70周年記念歴史シンポジウム特集｣から

ソ連船国旗の商船／食衣医糧品／上陸＝水陸両用車両／輸送機／
護衛艦・哨戒艦その他／機関車・貨物車両・軌条

フリゲート艦／機雷敷設艦／掃海艇／上陸用舟艇／駆潜艇／浮遊作業船
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ｃ） Milepost Operation (年表参照) おもにラッセル著『Project Hula』から

1942年6月日本軍陽動作戦のアッツ島・キスカ島占領が北太平洋での米ソ協力の必要を喚起

1943年10月モスクワ外相会談でスターリンが時期が来れば対日参戦しうるとの意向を明言

ハリマンが駐ソ大使に。米統合参謀本部JCSからディーンがモスクワ常駐の米軍事使節団長に

1943年11月末ﾃﾍﾗﾝ会議、スターリンが独が降服、攻撃兵力が三倍化すれば対日共同戦線が可能にと言明

1944年9月末、スターリンが参謀本部に対日参戦ソ連軍の極東集結および物資補給に関する見積もりを指示

ｽﾀｰﾘﾝ、ﾊﾘﾏﾝとﾃﾞｨｰﾝに独降服約3か月後に参戦と述べ、極東ソ連軍を30～40師団に増強する必要を予想

参謀本部の計算；ソ連軍極東移動に3か月（将来の戦争に3か月分の燃・食料・輸送手段の備蓄機関）必要

スターリンがハリマンにタイプ7枚の極東ソ連軍の二か月分補給品リスト（45年6月末必着）を提示

1944年10月､ディーン団長がソ連軍代表から対日参戦準備に要する装備・補給品のリストを受領

商船／食衣医糧品／上陸＝水陸両用車両／輸送機／護衛艦・哨戒艦その他／機関車・貨物車両・軌条

このリストが (作戦コード名)Milepostの基礎に

12月5日、JLC（JCSの下部組織の兵站＝後方委員会）がコード名Milepostの第一次リストを作成

12月20日米ソ軍事代表が一次リストを改訂し、 新リスト案作成

Ｍｉｌｅｐｏｓｔは、ソ連対日参戦（＝満州進攻準備）の備蓄作戦という性格
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ｄ） Project Hula (年表参照) ラッセル著『Project Hula』の「はしがき」から
Project HULA required American and Russian sailors to work side by side in the largest and most ambitious transfer program 

of World War II. Its unique purpose was to equip and train Soviet amphibious forces for the climactic fight against Japan. 

Project Hulaが要求したのは、第二次世界大戦で最大の野心的移転事業における米ソ水兵の相互協力。
その固有の目的は、対日最終決戦に臨むソ連軍の上陸作戦部隊を装備・訓練することだった。

※米海軍 Hula担当分遣隊3294；
分遣隊長は

William S. Maxwell
南千島(運命の9日間＝北方四島)上陸ДЕСАНТデサント作戦参加艦船の一覧

※右表のﾌﾘｹﾞｰﾄ艦２隻は7月12日に、
機雷敷設艦４隻は７月１９日に
Cold Bayでソ連海軍に引渡された。

1945年5～9月のProject Hula艦船145隻の引渡日

月 日 隻数 月 日 隻数

5 17 YMS 機雷敷設艦 4 6 14 LCI(L) 上陸用舟艇 2

5 21 AM 掃海艇 7 6 29 LCI(L) 上陸用舟艇 15

5 22 YMS 機雷敷設艦 1 7 12 PF ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦 10

5 22 AM 掃海艇 5 7 19 AM 掃海艇 6

5 26 SC 駆潜艇 6 8 16 PF ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦 6

6 5 SC 駆潜艇 8 8 17 AM 掃海艇 7

6 6 YMS 機雷敷設艦 1 8 26 PF ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦 6

6 10 SC 駆潜艇 5 9 2 PF ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦 2

6 10 LCI(L) 上陸用舟艇 13 9 9 PF ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦 9

出所：Project Hula, Appendixにより作成

艦種 艦種
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ДЕСАНТЫ НА о. ИТУРУП択捉島, о. КУНАШИР国後島の上陸作戦参加艦船

1-й отряд第一梯団 2-й отряд第二梯団 3-й отряд第三梯団 4-й отряд第四梯団

(8月28日)  (8月31日)  (9月1 日) (9月4日)

① 機雷敷設艦T-589 ① フリゲート艦эк-4 ① フリゲート艦эк-6 ①  機雷敷設艦T-591

② 機雷敷設艦T-590 ② 上陸用舟艇ДС-31 ② 掃海艇T-273 Тр. «Находка»

③ 上陸用舟艇ДС-３４ ③ 掃海艇T-274   (米Liberty船)

※ 8月28日､zebra作戦の水陸両用飛行艇｢カタリナ｣が偵察飛行 4 Тр. «Всеволод Сибирцев»

ДЕСАНТ НА о. ШИКОТАН色丹島上陸作戦 5 Тр. «Новосибирск»(米貨物船を購入)

　(8月31日) 6 Тр. «Новосибир»

① 機雷敷設艦Т-596 7 Тр. «Днепрострой» 

2 МЗ «Гижига». 8 Тр. «Краболов З»

注：囲み数字の艦船が米国から貸与されたもの。МЗは機雷敷設艦。Тр.は輸送船。

  リバティー船はブロック工法と溶接による米国の戦時標準の量産型輸送船(積載量1万ﾄﾝ)。Lend-Leaseでも活躍した。

出所：サマリン論文１５５頁の作戦参加艦船一覧表から佐々木が一部加工
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４．ねじれ：ソ連が返還したﾌﾘｹﾞｰﾄ艦を草創期の海上自衛隊に貸与（年表参照）

５．B.N.Slavinsky, R.A.Russell, I.A.Samarin, 根室振興局の功績
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

・根室振興局はＡ（地元近現代史）とＢ（スラヴィンスキー）とＣ（ラッセル）とＦ（サマリン）の知見の総合化に成功
・スラヴィンスキーはソ連崩壊による機密解除資料を精読し、西側歴史家との交流を進め、日ロ関係史に新地平
・ベレジノイ編のソ連海軍艦船ハンドブック（Ｄ）には貴重なデータ（造船所や船籍歴・戦闘歴など）が満載
・ラッセル（C）はスラヴィンスキーらとも交流。ソ米㊙共同作戦のProject Zebra/Milepost/Project Hulaの存在を明らかに
・サハリン博物館のサマリンは、スラヴィンスキーと艦船ハンドブックを駆使した、基調な史資料（F）を提示
・長谷川毅（E；「Racing The Enemy」）は、故スラヴィンスキーの共同研究者。この邦訳書が『暗闘』

ご清聴ありがとうございました。
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資料紹介①

9月1日
終了説

Ｍｉｌｅｐｏｓｔ言及 スターリンと千島

Cold Bay基地の意義
竹前栄治の連合軍日本占領研究 日本分割占領案

米国海軍歴史遺産センター
『雑誌：戦略と政治』｢太平洋戦争終結70周年記念歴史シンポジウム特集｣

（2015年夏季号）

中山隆志は
防衛大教授

旧ソ連公式史観
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資料紹介②

海上自衛隊くす型護衛艦『まつ』 PF-286
・米艦時代Tacoma級Charlotesville PF -25
・ソ連海軍時代；フリゲート艦эк-6
1945年9月1日､択捉・国後上陸作戦に参加

ねじれ

くす型護衛艦

サマリン論文 スラヴィンスキーの労作

防衛庁の公式戦史
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著者・服部卓四郎は

日米開戦当時の陸軍
参謀本部作戦部長

ソ連崩壊後の機密解除資料に依拠したスラヴィ

ンスキーや長谷川の歴史研究が公刊される以前、
北方領土問題の参照文献とされた時期がある。

国際的にも注目される
長谷川毅『暗闘』が文庫本に

（中公文庫）



補足資料紹介③；外務省自身の「われらの北方領土」の史実認識にも歴史的制約があった
外務省発行『われらの北方領土(資料集) 』の説明が、同書の1987～1992年版、1993年及び1994年版､

1998年版（20005年版まで同じ）、2006～08年版（現行ＰＤＦ版と同じ）で異なっていた。
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1987～1992年版
南千島も得撫島以北同様
第二極東方面軍（カムチャ
ツカ部隊）が占領したかの
ように図示していた。

1993年及び1994年版
北方四島は第一極東

方面軍（南樺太占領部隊）
が占領 したことが分か
るように図示を訂正した。

1998年版（05年版まで同じ）
択捉島占領を29日とした。歯

舞諸島占領日を消去した結
果、それぞれの島名が誤記
されているような図示が8年
間続いていた。

2006～2008年版
（現在はＰＤＦ版）

択捉島占領を8月28日に
訂正。歯舞諸島名の記載

位置が改善された。歯舞
諸島のそれぞれの占領日
を特定していない。

（日本外務省の史実認識変更も、本報告付録「年表」末尾のいう、「神話」再検討の一契機と無関係でないと思われる）
スラヴィンスキー著『千島占領；一九五四年 夏』共同通信社、1993年、6-12頁参照


